育成会だより原稿
障がい観について
昨年の12月1日に当法人の理事長に就任いたしました、向井です。よろしくお願いいたします。4年ほどの経過の後に再び就任しましたが、育成会を囲む社会情勢の変化に日々目をみはっています。日々回覧される文書を見ても新しい取り組みや社会の変化がみられます。
一方で、社会の変化の中にあっても変わってはいけないと思う部分について改めて考える昨今です。変わってはいけない部分、育成会にとっての肝の部分、それは障がいのある当事者の存在であります。社会福祉事業が福祉サービスと名を変えても、措置の対象から契約の対象になっても、その存在を思考の中心に置くこと、このことは変えてはいけないと考えます。周りの様々な要素で障がい者観は変わります。（と思えます）その第一は自分が認識していると否かに関わらずです。障がい福祉にかかわる者の障がい観に取って大きな影響を与えるのは国の考え方や動きではないかと思います。つまり、国民の障がい者観の形成要素として国の施策が大きな影響を持つのではないかということです。前述の社会福祉事業から福祉サービへ、措置から契約へはまさに国の動きそのものです。ただし、国が、障がい者観について明確に率直に表明し、我々国民がそれを把握し、理解する機会を得ることはあまりないと思います。その中でも、障がい観に関して誰もが国の動きをわかりやすく読み取れる方法の一つとして国が発行する白書（現在は内閣府が発行しています）があります。
以下に簡単に過去の白書の中に見られる障がい観を述べます。
1 障害個性論の提案　平成7年版　
共生の障害者観を述べつつも、いわゆる障害個性論を述べています。（当時の総理府の担当室長）すなわち「共生の考え方を更に一歩進めたのが、障害者自身や障害者に理解の深い人たちの間で広まってきている障害は個性という障害者観である」「障害者を特別視する障害者観を払拭するためには、障害というものの正しい知識を普及する広報活動ももちろん大切であるが、社会のいろいろ場面に種々の障害のある人がいるのが当たり前という状況にする必要がある」とあります。また、学者にも障害個性論にたつ方もおられます。
2 ノーマライゼーションの取り組み　平成11年版
この年の白書は副題を「ノーマライゼーションの世界的展開」としています。詳細は略しますが白書の中で、「養護学校等は障害に基づく種々の困難を改善・克服するために必要な知識、技能、態度及び習慣を養う」としています。
白書の中で直接、障害者観を記載しているのは以上です。（知ってる範囲ですが）
上記の白書の内容に対する評価はいろいろとありましょうが、障がいは個性だろうか、改善・克服すべきものであろうかとの疑問が私には残り、かつこれらの障がい観が過去のものであることを願うところです。もちろん国連の障害者権利条約やこれに関連して障害者基本法等の改正などもあり、現在は国や国民の障害者観はあるいは障害観は大きく変わっていることでしょう。一方で、新聞紙面等をにぎわしている北海道江差町の障害者施設であっていた（いる）半ば強制的な不妊措置や旧優生保護法に関する裁判の動きを見ていると白書での記事と場面や時期は異なっても国や国民の障がい観の大きな変化を実感できないなという思いもあります。
私たちは、障害者権利条約の中にある「他の者との平等を基礎とし（た）」障害観を持つべきではないかと思います。合わせて、つけたしのようになりますが、知的障がいについて福祉的な対応に関する根拠的な法律であり昭和35年に施行された知的障害者福祉法においては知的障害に関する定義がありません。国連の障害者権利条約等を踏まえたきちんとした障害観が定義されるべきだと思います。
